
第 22 期「咢堂塾」第 1 回講義（令和 2 年 6 月 20 日） 

「尾崎行雄（咢堂）と相馬雪香 ―その信念と生き方」 
石田 尊昭 

（尾崎行雄記念財団 理事･事務局長） 

 

 

 

 

 

 

尾崎行雄（1858―1954／憲政の父。号は咢堂） 

立憲政治・民主政治の確立に一生を捧げた政治

家。1890年の第 1 回総選挙から第 25 回まで連続当

選、衆議院議員を 60 年以上務めた。憲政擁護運動

では、犬養毅とならんで「憲政の神」と称される。軍

国主義が高まる中、軍縮を説き全国を遊説。晩年は

世界連邦の建設を提唱。亡くなる前年に「初落選」。

同年、衆議院名誉議員、東京都名誉都民（第１号）。

「議会政治の父」とも呼ばれる。享年 95 歳。 

相馬雪香（1912―2008／尾崎行雄三女） 

 第 2次大戦後、アジア太平洋地域の女性交流による平和促進を目指した「アジ

ア太平洋女性連盟」（ＦＡＷＡ）や、紛争地域の和解を促す「国際ＩＣ日本協会」、

日韓友好を促す「日韓女性親善協会」、そして難民支援や地雷除去に世界規模

で取り組む「難民を助ける会」 などを発足。晩年は、父・尾崎行雄（咢堂）の名を

冠した「咢堂塾」を立ち上げ、人材育成に取り組んだ。享年 96 歳。 

１）憲政記念館（旧尾崎記念会館）――歴史と場所が意味するもの 
 
２）尾崎行雄が目指した立憲政治 

・政党・議会・選挙の在り方 
・民主政治―問われる有権者の姿勢 

 
３）尾崎行雄の今日的意義 

・「誰が正しいかではなく、何が正しいか」―公平かつ論理的思考 
・ぶれない信念／言葉の力／胆力と不屈の精神／「人生の本舞台」 
・「二つのフセン（普選と不戦）」―現実的かつ合理的平和論 

 
４）相馬雪香のリーダーシップ 

・日本の NGO のパイオニア 
・父から受け継いだ精神―公平性／世界的視野／行動力 

   
５）相馬雪香の言葉と「心の力」――本気／純粋／利他／感謝 
 
６）相馬雪香と民主主義 ――「民主主義は種蒔き」 
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